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今
か
ら
六
十
四
年
前
の
昭
和
三
十

六
年
、
姉
妹
校
四
校
の
制
服
が
統
一

さ
れ
ま
し
た
。
制
服
を
見
れ
ば
す
ぐ

に
信
愛
生
だ
と
わ
か
る
お
馴
染
み
の

紺
色
の
制
服
。
そ
の
制
服
が
こ
の
春

か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
新
入
生

は
グ
レ
ー
の
ブ
レ
ザ
ー
と
チ
ェ
ッ
ク

の
ス
カ
ー
ト
に
変
わ
り
ま
し
た
。
夏

服
は
平
成
二
十
四
年
か
ら
セ
ー
ラ
ー

襟
の
制
服
に
変
わ
っ
て
お
り
、
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で

完
全
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
卒
業
生
の
皆
様
に
と
っ
て
は
寂

し
い
思
い
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
は
言
え
、
二

年
生
と
三
年
生
は
こ
れ
ま
で
通
り
で

す
の
で
、
中
学
二
年
生
が
卒
業
す
る

ま
で
は
、
新
旧
混
在
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
一
か
月
早
く
こ

の
「
薔
薇
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し

ま
す
。
三
年
ぶ
り
に
お
手
元
に
届
い

た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
と
封
筒
が
変
わ
っ
て
お
り
戸
惑

わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
Ａ
４
版
に
な

り
ま
す
。
今
回
は
同
窓
生
全
て
の
皆

様
、
約
一
万
四
千
人
の
方
に
お
送
り

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
所
や
お
名

前
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務

局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
ま
た
振
込

用
紙
が
複
数
つ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
説
明
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
郵
便
局
の
み
で
の
振
込

み
で
し
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ネ
ッ
ト

決
済
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
年
会
費
と
大
同
窓
会
懇
親
会
の

振
込
み
は
コ
ン
ビ
ニ
及
び
ネ
ッ
ト
決

済
が
で
き
ま
す
。
も
し
一
枚
の
振
込

用
紙
で
、
年
会
費
（
複
数
口
可
）
と

懇
親
会
費
を
振
込
ん
で
下
さ
る
方
に

は
、
金
額
を
自
分
で
書
き
込
め
る
郵

便
局
で
の
振
込
み
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
詳
し
く
は
同
封
の
紙
を
よ
く
読

ん
で
い
た
だ
き
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
し
た
通
り
、
九
月
二
十
三
日
に

大
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
す
（
会
報

下
段
）
。
こ
こ
数
十
年
の
時
代
の
流

れ
の
速
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
、
少
子
化
も
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
ま
す
。
五
十
代
以
上
の
人
に
と
っ

て
は
同
学
年
が
四
〜
六
百
人
以
上
と

い
う
時
代
で
し
た
が
、
今
で
は
二
百

人
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。
共
学
志

向
の
強
い
熊
本
で
女
子
校
の
良
さ
が

世
間
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
も
一
因
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
少
人
数
に
な
っ
て
よ
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
、

先
生
方
が
一
人
一
人
の
能
力
や
個

性
・
特
性
を
十
分
理
解
し
サ
ポ
ー
ト

し
て
下
さ
る
こ
と
、
様
々
な
行
事
の

中
で
全
員
が
活
躍
で
き
る
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
信

愛
女
学
院
の
今
を
実
感
で
き
る
の
も

大
同
窓
会
で
す
。
ま
た
、
六
十
歳
及

び
四
十
歳
に
な
る
方
々
は
、
例
年
学

院
で
お
祝
い
学
年
同
窓
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
こ
の
大
同

窓
会
と
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。
ク

ラ
ス
役
員
の
方
を
中
心
に
ぜ
ひ
連
絡

を
取
り
合
っ
て
、
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
先
生
方
に
も
お
声
が
け
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生

の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
、
お
祈
り
致
し
ま
す
。

薔
薇
会
会
長

宇
野 
伊
都
子

昭
和
四
十
九
年
卒

時
代
と
共
に

　

同
窓
会
や
学
校
か
ら
の
お
知

ら
せ
が
確
実
に
多
く
の
同
窓
生

の
方
々
に
届
く
よ
う
に
県
内
外

に
支
部
を
設
立
、
地
域
単
位
で

同
窓
生
の
親
睦
を
図
り
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
支
部
活
動
へ
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 支

部
紹
介

本
　
　
部

　
　

会　

長　

宇
野
伊
都
子

関
東
支
部

　
　

支
部
長　

木
村　

桂
子

関
西
支
部

　
　

支
部
長　

磯
田　

昌
子

沖
縄
本
島
支
部

　
　

支
部
長　

古
波
蔵
理
絵

石
垣
支
部
　

　
　

支
部
長　

高
木　

千
景

佐
賀
支
部

　
　

支
部
長　

江
頭　

敦
子

一
の
宮
支
部

　
　

支
部
長　

松
下　

玲
子

宇
土
支
部

　
　

支
部
長　

芥
川　

朝
子

合
志
支
部

　
　

支
部
長　

松
本
恵
美
子

泗
水
支
部

　
　

支
部
長　

北
田
恵
里
子

天
草
支
部

　
　

支
部
長　

木
本　

圭
子

山
鹿
支
部

　
　

支
部
長　

木
庭　

律
子

芦
北
・
水
俣
支
部

　
　

支
部
長　

平
野
ゆ
か
り

宇
城
支
部

　
　

支
部
長　

井
出　

恭
子

熊
本
市
中
央
区
支
部

　
　

支
部
長　

川
田　

幸
子

　
〃
　
南
区
支
部

　
　

支
部
長　

板
坂　

美
奈

　
〃
　
北
区
支
部

　
　

支
部
長　

鶴
永　

美
砂

               

　 

（
順
不
同
）
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発行

2025年（令和7年）９月23日（火・祝）
熊本ホテルキャッスル（２Fキャッスルホール）
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受付　10：00～
１部　総　会 11：00～11：45
２部　懇親会 12：00～14：00

閉会　14：00

理
事
長

山
田
　
和
德

「
シ
ス
タ
ー
松
尾
京
子
先
生
」
を
悼
む

申し込み方法

日　程

キャンセルについて

還暦学年会（祝60歳 S59年卒）及び
ばら成人学年会（祝40歳 H16年卒）
を大同窓会と同時開催とします。
参加者にはおみやげをご用意します。
クラス役員の皆さま、ご協力お願い
します。

大同窓会開催のお知らせ大同窓会開催のお知らせ

令和６年卒 薔薇会成人式（祝20歳）
１期　日　令和８年1月12日（月・祝）
　　　　　13：30～15：00（受付は13：00～）
２会　場　手取教会
３参加者　今年度20歳になる高校及び中学校の卒業生、
　　　　　3年時担任の先生方、校長先生、教頭先生他

　

本
年
一
月
、
熊
本
信
愛
女
学
院
の

理
事
長
と
し
て
長
年
ご
尽
力
く
だ

さ
っ
た
シ
ス
タ
ー
松
尾
京
子
先
生

が
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
深
い
悲
し

み
と
と
も
に
、
そ
の
ご
生
涯
に
心
か

ら
の
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

　

シ
ス
タ
ー
松
尾
先
生
は
、
平
成
二

十
年
に
本
学
院
の
理
事
長
と
し
て
着

任
さ
れ
る
以
前
、
大
阪
信
愛
女
学
院
、

和
歌
山
信
愛
女
学
院
に
お
い
て
も
教

鞭
を
と
ら
れ
、
多
く
の
生
徒
に
惜
し

み
な
い
愛
情
と
教
育
的
指
導
を
注
が

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
豊
か
な
経
験

と
深
い
信
仰
に
裏
打
ち
さ
れ
た
教
育

観
は
、
熊
本
信
愛
女
学
院
に
お
い
て

も
確
か
な
形
で
息
づ
い
て
お
り
ま

す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
を
何
よ
り
も

大
切
に
さ
れ
、
奉
仕
の
精
神
に
基
づ

い
た
教
育
方
針
を
掲
げ
て
お
ら
れ
た

先
生
は
、
生
徒
た
ち
に
対
し
て
「
学

力
の
充
実
」
と
「
気
品
あ
る
女
性
と

し
て
の
成
長
」
を
常
に
願
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
想
い
は
、
私
た
ち

教
職
員
に
も
明
確
に
伝
わ
り
、
共
に

歩
む
指
針
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
の
先
見
の
明
に
よ
り
、

熊
本
地
震
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た

本
館
の
耐
震
工
事
が
、
学
院
の
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
今
日
の
教
育

活
動
の
継
続
を
可
能
に
し
た
こ
と

は
、
今
な
お
多
く
の
人
々
の
記
憶
に

刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

威
張
る
こ
と
な
く
、
常
に
温
和
で

誠
実
な
お
人
柄
で
、
教
職
員
や
生
徒

た
ち
と
も
良
好
な
関
係
を
築
か
れ
て

い
ま
し
た
。
誰
に
対
し
て
も
分
け
隔

て
な
く
接
し
、
静
か
に
、
し
か
し
確

か
な
情
熱
を
も
っ
て
教
育
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
る
お
姿
は
、
今
も
私
た
ち

の
心
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
熊
本
信
愛
女
学
院
に
骨
を

う
ず
め
る
」
と
語
ら
れ
た
そ
の
言
葉

の
と
お
り
、
シ
ス
タ
ー
松
尾
先
生
は

本
学
院
に
深
い
愛
情
と
使
命
感
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
志
を

受
け
継
ぎ
、
私
は
先
生
の
後
任
と
し

て
、
学
院
の
使
命
を
今
後
も
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
風
の
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
熊
本
信
愛
女
学
院

の
教
育
活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
薔
薇
会
の
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
奨
学
金

や
、
部
活
動
へ
の
激
励
金
と
い
っ
た

ご
支
援
は
、
生
徒
た
ち
の
学
び
と
挑

戦
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
が
皆
さ
ま
の
応
援
に
よ
っ

て
希
望
を
持
ち
、
一
歩
を
踏
み
出
す

姿
を
見
る
た
び
に
皆
さ
ま
が
築
い
て

こ
ら
れ
た
「
信
愛
の
絆
」
の
力
を
実

感
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
「
聖
く
・
明
る

く
・
美
し
く
」
の
校
訓
の
も
と
、
キ

リ
ス
ト
教
精
神
に
根
ざ
し
た
教
育
を

礎
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
人
格
を

大
切
に
育
む
全
人
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。
世
界
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
も
、
心
の
軸
を
持
ち
、
他
者
と
共

に
生
き
る
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
近
年
は
、
進
学
面

に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
が
表
れ
て

お
り
、
今
年
度
は
熊
本
大
学
医
学
部

医
学
科
へ
現
役
合
格
し
、
ま
た
九
州

大
学
へ
三
年
連
続
合
格
者
を
輩
出
す

る
な
ど
輝
か
し
い
実
績
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
昨
年
度
、
新
た
な
進

路
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、
上
智

大
学
と
の
高
大
連
携
協
定
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
大
学
の
専
門

的
な
学
び
と
高
校
で
の
教
育
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
視
野
が
さ
ら

に
広
が
り
、
進
路
実
現
へ
の
道
が
よ

り
確
か
な
も
の
に
な
る
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
お
い
て
は
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
熊
本
県
大
会
で
優

勝
を
続
け
、
春
高
バ
レ
ー
も
常
連
と

な
り
、
県
内
外
で
の
活
躍
が
際
立
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
生
徒
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
こ
の
た
び
、
六

十
数
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
本
学
院
の
伝
統
あ
る
制
服
を
、
令

和
七
年
度
の
新
入
生
よ
り
新
た
な
デ

ザ
イ
ン
へ
と
変
更
す
る
決
定
を
い
た

し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
多
く
の

卒
業
生
の
皆
さ
ま
が
誇
り
と
と
も

に
、
袖
を
通
さ
れ
た
制
服
の
変
更
に

は
、
き
っ
と
戸
惑
い
や
寂
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
と
し
ま

し
て
は
、
生
徒
た
ち
の
多
様
な
価
値

観
や
将
来
を
見
据
え
た
う
え
で
、
時

代
に
即
し
た
形
で
制
服
を
見
直
し
、

よ
り
快
適
か
つ
自
信
を
持
っ
て
着
用

で
き
る
も
の
へ
と
進
化
さ
せ
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
、
実
に
三
年
ぶ
り
と

な
る
「
大
同
窓
会
」
が
開
催
さ
れ
る

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
と

直
接
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら

嬉
し
く
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。

　

今
後
と
も
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母
校
と
在
校
生
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を
見
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り
、
励
ま
し
続
け
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
薔
薇
会
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

キャンセルされる場合は、直接電話にて同窓会事務局にご連絡
ください。
尚、9月20日（土）からのキャンセルにつきましては、
ご返金できませんのでご了承下さい。

今年は学院創立１２５周年を迎えます。
この節目となる年に久しぶりに集い思い出話に花を咲かせましょう。

協力役員募集します。
一緒に母校を盛り上げていきましょう！！

同窓生による生ピアノ演奏、
在校生によるアトラクション
もあります!!お楽しみに!!
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　令和６年８月11日（日）熊本信愛女学院バレーボール部後援会主催で、ホテルキャッスルにて松本幸監督
就任50周年の記念祝賀会が行われました。
　出席者は、ご来賓にテレビ熊本取締役会長兼熊本県バレーボール協会会長の本松賢様をはじめ、歴代の
コーチ、歴代後援会会長、卒業生や卒業生の保護者、そして現役高校生や中学生にその保護者等、300名近
い出席者で盛大に行われました。
　式次第では、主催者の中島慎一会長の主旨説明、そして、来賓の本松会長のご挨拶から歴代コーチを代
表して林一浩様の懐かしいお話、現監督の堤政博先生のお話、そして、卒業生を代表して私の方で48年前
の思い出を話させていただきました。

　令和7年I月４日、紅蘭亭にて合唱部還暦会を開催しまし
た。参加者は７名と年明け早々という事もあり少なかった
のですが、卒業後初めて顔を合わせるメンバーもおり、和
やかな雰囲気の中での再会となりました。
　先ずは今は亡き顧問で厳しくも歌う事の楽しさを教えて
下さったシスター内田を偲ぶ事から始まり、懐かしい思い
出話に花を咲かせ、合唱部時代のエピソードなどに笑いの
絶えない、まるで高校生に戻った様な楽しいひと時となり
ました。
また今回は参加出来なかった
メンバーにも声かけして、
次回の集まりには1人でも
多くの参加を呼びかけ
て、これからも交流を深
めていきたいと再会を約束
して閉会となりました。

　令和6年10月に薔薇会主催の「還暦学年会」が開催され、普通科からは14名の参加
がありました。懐かしい校舎を訪れ、一気に信愛生に戻った思いでした。この機会に
旧友と連絡を取り有志を募り、令和7年4月19日（土）水道町のフェリシアで普通科
卒業生の還暦同窓会を開催しました。
　薔薇会会長の宇野様、担任の飽田
一夫先生、和間直子先生をお迎え
し、同級生32名が集まりました。懐
かしい思い出を語り、近況を報告し
合い、仲間の人生を少しだけ垣間見
ることが出来た思いです。同級生の
ピアノ伴奏で、メール・ボルジア賛
歌と校歌の大合唱も出来ました。最
後に和間先生より「今後、災害が
あってもたくましく生きて！」と心
強いお言葉を頂き、再会を誓い合い
会を終えました。

　信愛中～信愛女学院、在学中はバレー部に所属。学
生生活は部活動三昧の想い出ばかりだそうです。
　高校卒業後は大学に進学、2012年から大手エステ
や接骨院で技術を学び、セラピストとして女性の身体
と向き合う中で、寄り添うケアの重要性を実感。ご自
身も生理の悩みや産後の尿もれに苦しまれていた時に
「フェムケア」に出会い、人生が変わったそうです。
　まだ聞き慣れない言葉ですが、女性の本当の健康寿命を延ばすに
は欠かせないこのケアを広める活動をされてます。
　早い時期からケアをしていくことが大切とのことで、今回、後輩
であるバレー部の皆さんにも参加いただきました。
　自分の身体を知り、ケアに取り組むことで、いくつになっても健
康で輝く人生を送るヒントを教えてくださいました。　　文責：米野

　8月4日（日）の早朝、「火の国祭り総踊り」後の
街なか清掃に参加しました。
　今年で15回を迎えるこの活動に、薔薇会も毎
年参加しています。
　早朝にもかかわらず30℃を超える暑さの中、
200名の参加者と共にゴミ拾いを頑張りました。
　今年は、可愛い後輩が個人で参加しており、
大変うれしく思いました。
　県外や海外からのお客様が行き来する街なか
が１時間の活動できれいになりました。

小田（林）英子さん S39年卒 2023年９月
市原（井上）みきさん S56年卒 2021年
山本（田代）芳子さん S28年卒 2021年
山木（俵）壽子さん S42年卒 2023年10月25日

大平（大平）恵子さん S40年卒 2022年１月26日
古場（有住）喜久恵さん S28年卒 2023年12月22日
米澤（赤星）信子さん S39年卒 2025年１月　

松本　幸 監督50周年を記念祝賀会に参加して 昭和53年卒　山下 郁子

令和６年度に同窓会事務局に連絡をいただいた方です。ご冥福をお祈りいたします。

お 

悔 

み

同 窓 生 だ よ り同 窓 生 だ よ り

2025
0４月08日(火） 入学式
04月15日(火） 役員会
04月25日(金） 事務局会
05月16日(金) 体育祭（パークドーム）
0６月 1日(日） 会報発送
06月14日(土） 合同クラス役員会
　　　　　　　　　　（大同窓会について）
 還暦学年（S59年卒）
 ばら成人学年（H16年卒）
07月18日(金） 奨学金授与式・壮行会
08月03日(日） 火の国まつり後
　　　　　　　　　　早朝清掃ボランティア
09月23日(火） 大同窓会
 第88回薔薇会総会・懇親会
10月上旬 薔薇会成人式準備会
　　　　　　　　　（R６年卒クラス役員）
10月18日(土） 華秋祭

2026
1月12日(月） 薔薇会成人式（R6年卒）
0２月27日(金） 卒業生薔薇会入会式
03月01日(日） 高校卒業式

＊事務局会は月に２～３回開催
＊役員会は月に１回開催

同窓会年間活動計画

　主賓の松本幸監督からは、長き50年の歴史を振り返り就任直後、チーム作りを開始
された頃の話から現在の輝かしい栄光をつかむまでのお話、そして、熊本県で勝ち続
けるためにご苦労されてきたお話、歴代コーチへの感謝の意を述べられました。
　後援会高田大器副会長の乾杯のご発声の後、和やかな雰囲気で歓談が続き、松本監
督自ら各テーブルを回られ、懐かしい話や写真撮影に応じられ、会は笑顔いっぱいに
進んでいきました。
　終盤には、元全日本女子バレーボールの主将をされていました卒業生の古賀紗理那
さんからのビデオレターが映し出され華を添えていただき、その後、後援会山下誠副
会長の万斉三唱で幕を閉じました。
　半世紀という長い期間、指導を続けてこられた松本幸先生の功績は絶大なものであ
ることを改めて確認できた祝賀会でした。

昭和58年卒普通科 宮村 友子 昭和58年卒普通科 西辻 美佳子

講師  吉井 麻里さん

合唱部還暦会 普通科還暦同窓会を開催して

街なか清掃ボランティアに
参加しました

熊本フェムケアサロンAxis-paceアクシススペース
熊本市南区八幡5-6-3 ワコールビル1F
←メール・公式LINE・Instagram・総合情報はこちら

TEL 080-8145-9242

フェムケア ＝ feminine care　生理、産前産後、更年期など女性特有の心身の
　　　　　　　　　　　健康課題に寄り添う商品、サービス

（平成17年卒）

ホームカミングデー講座
令和６年６月15日
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九州大学
筑波大学
お茶の水女子大学
東京外国語大学
熊本大学
福岡教育大学
大分大学
宮崎大学
鹿児島大学
鹿屋体育大学
北九州市立大学
長崎県立大学
熊本県立大学
宮崎公立大学

防衛大学校

上智大学
明治大学
立教大学
津田塾大学
聖心女子大学
順天堂大学
法政大学
和光大学
立命館大学
関西外国語大学

国公立大学 就　職

京都女子大学
大阪体育大学
日本体育大学
近畿大学
西南学院大学
福岡大学
福岡女学院大学
帝京大学
筑紫女学園大学
九州産業大学
久留米大学
熊本学園大学
尚絅大学

立命館アジア太平洋大学
熊本保健科学大学
九州ルーテル学院大学
明海大学
嵯峨美術大学
新潟医療福祉大学
崇城大学
九州看護福祉大学

熊本県立技術短期大学校
尚絅大学短期大学部
創価女子短期大学

私立大学

公立・私立短期大学

高等看護学校

有限会社 青柳
株式会社 ALTカンパニー
えがみ小児科
株式会社 キャン
球磨酪農農業協同組合
株式会社 三和化学研究所
合資会社 ダスキン熊本
株式会社 鶴屋百貨店
株式会社 トヨタレンタ
リース熊本
くまもと新世紀株式会社
ホテル日航熊本
フォレストリーヴス熊本

high school

高校

junior high school

中学
junior high school

中学

合格実績

医療系専門学校

その他専修学校・各種学校

27名 大学校 3名

121名
6名

8名
1名

9名

12名
令和7年度 （令和6年度卒業生）

令和７年 3 月に、高校 1 年生の台湾修学旅行団が衛理女子高級中学を訪問しました。

４月には本校生徒が案内役となって、熊本市中心市街地を散策し、交流を行いました。

地域や社会の課題に広く目を向ける
生徒の発案により始まった、レモネードスタンド
活動やペットボトルキャップの回収運動など、主
体的にポランティア活動に取り組んでいます。
他者に奉仕する心を育てるとともに、社会問題
に関心を寄せ、それらの解決や支援の方法を考
えながら活動を行っています。

災害支援の取り組み
令和6年能登半島地震の発災時には、生徒会の呼
びかけにより3回の街頭募金を行い、中学生と高
校生で合わせて300名近い生徒が参加しました。
熊本の皆様が被災地を想う気持ちを、義援金の形
で被災地へ届けることができました。

地域社会への貢献
並木坂や上通など、毎日の通学で本校生徒がお
世話になっている地域の清掃活動を定期的に
行っています。

2/28(金)、薔薇会（同窓会）ク
ラス役員対面式・入会式を行い
ました。
対面式では、各クラスから選ば
れたクラス役員が同窓会の方々
と顔合わせをしました。卒業後もクラスをつなぐ役割を果たしてくれることを期待しています。
入会式では、卒業記念品を贈呈していただきました。
薔薇会の方々からは、それぞれの道に旅立つ３年生に向けてあたたかい激励の言葉を頂きました。
在学中さまざまな方面から薔薇会の方々に支えていただいたことに感謝して、次は未来の信愛生を
応援してほしいと思います。

4月19日（土）と20日（日）におこなわれた熊本市中学生バドミントン
選手権大会において本校のバドミントン部が団体優勝と個人シングルス
優勝を飾りました。その結果、バドミントン部の5名が県大会出場を決
めました。
結果は以下の通りになります。

新制服が私達生徒一人ひとりの個性
や多様性を尊重できるよう工夫され
ている点に、とても意義を感じてい
ます。また、信愛らしい青を基調と
したデザインは清楚な印象を与えて
くれます。新しい制服とともに、学
院生活も前向きな気持ちで充実させ
ていきたいと思います。

3年・薔薇会（同窓会）対面式・入会式（2/28・金）

薔薇会入会式が
行われました
（3/7・金）

バドミントン部
団体・個人シングルス優勝！
熊本市中学生バドミントン選手権大会
（4/22・火）

団体　優勝
個人シングルス
  優勝　中学３年　永久井凛
  ３位　中学１年　永久井桂

新しい制服へ

学校の今学校の今 台湾 衛理女子高級中学との交流
高1修学旅行団訪問

衛理女子修学旅行団訪問

ボランティア活動

部活動
同好会

夏服

冬服

★バレーボール部

★陸上競技部

★バドミントン部

　新体操部

　バスケットボール部

　テニス部

　卓球部

　弓道部

　　　　　　★は強化部

　吹奏楽部

　筝曲部

　カトリック研究部

　茶道部

　パソコン部

　放送部

　美術部

　書道部

　合唱部

　演劇部

　理科部

　文芸部

　写真部

　ESS

　ダンス同好会

　水泳同好会

　チアリーディング同好会

　ディベート同好会

　アニメーション同好会

　JRC同好会

　将棋同好会

　百人一首同好会

　俳句同好会

　手話同好会

文 化 部 運 動 部

同 好 会
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会　　長
副 会 長
〃
〃
〃
〃

幹　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

役　　員
協力役員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
監査
〃

宇野伊都子
名村　禮子
三島　美枝
赤星　京子
廣島美智子
米野　結貴
芥川　朝子
武内登起子
清村　洋子
松窪久美子
松本　照美
後藤　素子
古閑　利枝
鮫島　久美
平井由加里先生
森　テルヨ
孫代　秀子
甲斐美恵子
原　　益代
城野　千鶴
吉田美千代
中村とも子
豊田　恵子
本田　文枝
堀添　　環
米野　瑞季
岩井亜岐子
福田美由紀

S49年卒
S44年卒
S45年卒
S47年卒
S49年卒
S62年卒
S44年卒
S44年卒
S45年卒
S45年卒
S49年卒
S58年卒
S62年卒
S62年卒
教　頭
S41年卒
S42年卒
S42年卒
S44年卒
S48年卒
S49年卒
S52年卒
S52年卒
S62年卒
H24年卒
H30年卒
S61年卒
H3年卒

令和7年（2025年）度
熊本信愛女学院薔薇会役員

令和6年4月1日～令和7年3月31日 （単位：円）
一般会計 
収入の部

前年度一般会計繰越金
高校卒業生入会金（年会費5年分）
中学校卒業生入会金（半金）
同窓生年会費
預　金　利　息
雑　収　入

令和6年度卒業生10,000×94名 5,000×34名

令和6年度卒業生5,000×45名

同窓生382名

預金利息

奨学金返金（150,000）、支部活動費返金、絵葉書他

3,490,428
1,095,000
225,000
1,500,000

20
89,552

6,400,000

3,490,428
1,110,000
225,000
1,198,000

281
284,554
6,308,263

項　　　目 予 算 額 決 算 額 摘　　　　　要

合　　　計

合　　　計

支出の部

一般会計差引残高 6,308,263－2,635,828＝3,672,435 
3,672,435円は令和7年度へ繰り越します

事 業 費　　 計

運営管理費　 計

予 備 費

ばら成人会・還暦学年会、薔薇会成人式

名入れボールペン、講演謝礼

宇城・中央・宇土支部活動費、関西県人会

卒業生入会記念品

体育祭、華秋祭打上補助、ボルジア先生命日献花

松尾前理事長御花料、山口顧問退職祝他

封筒印刷、コピー用紙、他

ソフトバンク、HP制作・管理、郵振通知手数料、他

役員交流補助

会長活動費、華秋祭弁当材料費、お茶代他

本年度当初活動費

2,520,000
800,000
150,000
150,000
150,000
700,000
200,000
220,000
100,000
50,000
580,000
50,000
200,000
50,000
100,000
180,000
3,300,000
6,400,000

2,232,263
644,030
154,134
116,314
40,100
700,000
259,540
220,165
58,000
39,980
403,565
30,023
220,898
15,600
66,900
70,144

2,635,828

項　　　目 予 算 額 決 算 額 摘　　　　　要

　会　報　費
　　　　　 三大祝賀会

 総会、ホームカミングディ費
支部活動費
在校生支援費
学院支援費

卒業生入会式費
　　　　 学院交流費
　　　　 慶　弔　費

事　務　費
通　信　費
会　議　費
渉　外　費
本部活動費

8日（月） 中学校・高等学校入学式出席　  　　　  　　　　　   
9日（火）役員会 26日（金）旭出版との打ち合わせ　　　　　　　　　　
26日（金）事務局会
7日（火）役員会 13日（月）体育祭
17日（金）橋本印刷との打ち合わせ　　18日（土）会計監査　　　　　　　　
24日（金）事務局会 30日（木）広報部会　　　　　　　　 　  
4日（火）役員会 15日（土）ホームカミング講座
15日（土）第87回薔薇会総会・県内支部交流会　　　　　　　
24日（月）～26日（水）会報封入作業　　28日（金）事務局会・会報発送
29日（土）古賀紗理那選手の応援横断幕掲示
2日（火）役員会　　　　6日（土）還暦学年・ばら成人学年合同クラス役員会
19日（金）薔薇会奨学金贈呈式・壮行会（バレーボール部、新体操部、
　　　　　俳句同好会、美術部）　
26日（金）事務局会　　　★中学校広告掲載料金支援　　　　　　　　　　　　　　
3日（土）四者協議会（華秋祭に向けて）　　 
4日（日）火の国まつり総踊り後街なか清掃（6名参加）   
23日（金）事務局会
3日（火）役員会 21日（土）薔薇会成人式準備会（クラス役員3名参加）
27日（金）事務局会 28日（土）信愛幼稚園運動会   
1日（火）役員会 5日（土）中央区支部会・懇親会
10日（木）華秋祭準備 18日（金）華秋祭及び学年同窓会の準備
19日（土）華秋祭参加、還暦学年・ばら成人学年同窓会　後援会主催懇親会　　
25日（金）事務局会
5日（火）役員会　　　　　　  　　
15日（金）熊本県内高校同窓会連絡協議会　　　　　    　
22日（金）事務局会
2日（月）イルミネーション点灯式参加 3日（火）役員会
9日（月）アドベントカレンダー審査 14日（土）中学校学習発表会　
20日（金）事務局会
21日（土）壮行会（高校バレーボール部、中学バレーボール部全国大会に出場）　　
　　　　  ★後援会にイルミネーション支援　 
7日（火）役員会、新年懇親会
10日（金）事務局会（薔薇会成人式準備）　
13日（月）薔薇会成人式（手取教会） 24日（金）事務局会
4日（火）役員会  28日（金）事務局会　　
28日（金）高校卒業生新クラス役員との対面式及び入会式
1日（土）高校卒業式（３名出席） 4日（火）役員会
7日（金）中学校卒業生入会式  8日（土）中学校卒業式（2名出席）
8日（土）中学卒業を祝う会（２名参加） 21日（金）事務局会　　

2024

2025

月 主な行事（役員会13:00～第1週火曜日　事務局会10:30～第4週金曜日）
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会報印刷、振込用紙印刷等、会報発送費

奨学金3名、バレーボール部、俳句同好会、
新体操部、美術部、中学バレーボール部
生徒募集広告、イルミネーション補助、
古賀さんオリンピック出場祝横断幕

信愛幼稚園、西高50周年、新年広告
県高校同窓会連絡協議会

クラス役員　芽木　雫
　この度は、20歳を迎えた私たちのためにお祝いの場を設けて頂き、誠にありがとうございます。
　こうして無事に成人を迎えることができたのはたくさんの方々に支えられてきたからだと思います。
　コロナ禍で迎えた高校生活。新しく出会った友達や先生方とお会いする時間が少ないまま時は経ちました。
しかし、先生方はその限られた中でも体育祭や華秋祭など行事イベントを考えてくださり楽しむことができま
した。
　時には勉強や学校生活が大変な時もありま
したが友人と助け合い、先生方が親身になっ
て支えてくださったことで乗り越えることが
できました。
　私は今専門学生です。常に目標を立て夢に
向かって頑張っています。このように自分が
なれたのも信愛で学んだお陰です。これから
は自分を支えてくれた周りの方へ恩返しでき
るようさらに成長し精進していきます。
　改めまして、私たちのために成人式を開催
してくださりありがとうございます。そして
お世話になった先生方、3年間共に過ごした友
人、20年間育ててくれた両親、ほんとうにあ
りがとうございました。

　「還暦学年会」と「ばら成人学年会」は前回より学院の華秋祭と同日開催とし、
学院の文化祭も楽しんで頂けるようにしました。
　担任の先生方、還暦学年・ばら成人学年の方々一人ひとりが信愛卒業後の生活や
近況を話して頂きました。皆立ち上がりクラスを超え連絡先を交換したり、和気あ
いあいとした時間が過ぎていきました。先生方も教え子との時間がとてもうれしそ
うでした。先輩たちの楽しそうな様子を見て「私たちもクラス会を開こう！」とい
う声も聞こえてきました。

同窓会の顧問でもあった山口和也先生
が令和７年３月にご退職されました。
長年にわたり学校と私達を繋いでくだ
さりありがとうございました。

令和６年度  会計報告令和６年度  活動報告

薔
薇
会
成
人
式

今回も皆様にご協力いただ
き会報をお届けする事がで
き感謝申し上げます。
これからも薔薇会をよろし
くお願いいたします。

編集
後記

還暦学年会・ばら成人学年会令和6年10月19日

令和7年1月13日


